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治
一
九
年
に
駒
場
農
学
校
を
退
い

た
船
津
伝
次
平
は
農
商
務
省
甲
部

農
事
巡
回
教
師
を
委
嘱
さ
れ
、
全

国
に
農
事
改
良
を
推
奨
し
ま
し
た
。

従
来
の
手
加
減
、
目
分
量
に
よ
る

農
法
で
は
な
く
数
理
を
応
用
し
た

農
業
の
や
り
方
を
指
導
し
、
経
験

を
重
ん
じ
る
在
来
農
法
に
西
洋
か

ら
の
近
代
農
学
に
基
礎
を
お
く
学

理
農
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

混
同
農
事
の
普
及
に
尽
く
し
ま
し

た
。

　

長
野
県
に
は
講
話
記
録
の
存
在

か
ら
明
治
二
二
年
・
明
治
二
八
年

（
西
筑
摩
郡
）・
明
治
二
九
年
（
南

佐
久
郡
）
に
巡
回
教
師
と
し
て
指

導
に
来
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
へ
の
三
吉
米
熊
の
赴
任

　

明
治
一一
年
、
長
野
市
の
現
在
の

裁
判
所
の
南
に
勧
業
場
が
置
か
れ
、

穀
物・野
菜・果
樹
の
試
作
地
、
ジ
ャ

ム
等
の
製
造
試
験
所
を
設
け
ま
し

勧
農
社
実
業
教
師
に
よ
る
福
岡
農
法
か
ら

農
事
試
験
場
の
学
理
農
法
へ

　
　
│
長
野
県
に
お
け
る
明
治
期
の
勧
農
政
策
の
変
移
│

た
。
風
車
を
建
て
米
国
農
具
の
陳

列
も
さ
れ
、
長
野
県
は
こ
こ
か
ら

本
格
的
な
勧
農
政
策
が
始
ま
っ
た

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
県
は
勧
業
場
を
設
け
て
新

し
い
農
産
品
の
奨
励
を
は
じ
め
る

と
と
も
に
、
勧
農
政
策
の
取
り
組

み
と
し
て
明
治
一
四
年
に
初
め
て
官

立
駒
場
農
学
校
を
卒
業
し
た
三み
よ
し吉

米よ
ね
く
ま熊
を
迎
え
ま
し
た
。
蚕
種
業
・

養
蚕
業
・
製
糸
業
の
勧
業
施
策
に

特
に
力
を
入
れ
た
か
っ
た
長
野
県

は
、
山
口
県
士
族
出
身
で
官
立
農

学
校
一
期
生
で
あ
る
三
吉
米
熊
を

起
用
し
勧
農
担
当
課
で
養
蚕
・
蚕

種
の
指
導
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。

明
治
二
五
年
四
月
に
は
養
蚕
教
育

の
学
校
と
し
て
は
我
が
国
最
初
と

い
わ
れ
る
小
県
郡
立
小ち
い
さ
が
た県蚕
業
学

校
が
蚕
種
業
隆
盛
で
あ
っ
た
小
県

郡
町
村
と
小
県
郡
長
中
島
精
一
の

熱
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
三
吉
米

熊
は
初
代
校
長
と
な
り
ま
す
。
鹿

児
島
・
島
根
・
岡
山
・
茨
城
・
東

京
な
ど
全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、

蚕
種
・
飼
育
・
蚕
病
・
桑
園
の
試

験
が
さ
れ
試
験
成
績
報
告
書
を
ま

と
め
て
、
学
理
と
経
験
の
一
致
を
は

か
る
高
度
な
蚕
業
教
育
に
三
吉
米

熊
は
生
涯
専
心
し
ま
し
た
。　

福
岡
の
実
業
教
師
原
田
勝
三
郎
の

招
聘

　

明
治
前
期
の
勧
農
政
策
は
、
西

洋
農
法
の
移
植
と
在
来
農
法
の
見

直
し
と
を
模
索
す
る
中
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
明

治
一
六
年
に
福
岡
か
ら
巡
回
実
業

教
師
と
し
て
石
川
県
に
長
沼
幸
七

が
、
翌
明
治
一
七
年
に
は
林
は
や
し
え
ん遠里り

が

富
山
県
と
石
川
県
に
招
聘
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
良
好
な
結
果
に
各
府

県
は
注
目
し
、
ま
た
明
治
一
八
年
の

農
事
巡
回
教
師
設
置
令
も
あ
っ
て

林
遠
里
の
門
下
生
を
は
じ
め
と
す

る
福
岡
か
ら
の
実
業
教
師
が
全
国

的
に
導
入
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

長
野
県
は
明
治
二
五
年
五
月
林
遠

里
の
門
下
生
で
あ
る
原
田
勝
三
郎

を
雇
い
米
作
改
良
教
手
と
し
、三
ヵ

年
計
画
の
米
麦
作
改
良
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
県
雇
い
の
清
水
三

男
熊
が
そ
の
監
督
に
あ
た
り
、
こ

の
県
雇
い
二
人
の
奔
走
に
よ
っ
て
福

岡
農
法
を
取
り
入
れ
た
改
良
が
進

み
ま
し
た
。

　

上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
の
旧
東

塩
田
村
役
場
文
書
の
中
に
明
治
二

五
年
三
月
一
七
日
付
の
福
岡
農
法

の
試
作
人
を
募
る
文
書
を
見
つ
け 

場
、
駒
場
農
学
校
、
三
田
育
種
場

が
設
立
・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
駒

場
農
学
校
で
は
外
人
教
師
を
雇
用

し
西
洋
農
法
を
学
ば
せ
る
と
と
も

に
群
馬
県
の
篤
農
、
船
津
伝
次
平

を
起
用
し
日
本
旧
来
の
農
法
の
指

導
に
あ
た
ら
せ
、
比
較
を
し
研
究

研
鑽
す
る
機
関
と
し
て
日
本
の
農

業
施
策
の
先
導
者
を
育
て
ま
し
た
。

　

農
商
務
省
は
農
業
改
良
施
策
の

一
環
と
し
て
明
治
一
八
年
に
「
農
事

巡
回
教
師
設
置
条
項
」
を
設
置
し

農
事
改
良
を
指
導
す
る
巡
回
教
師

を
府
県
に
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
の
農
事
巡
回
教
師
を
代
表
す

る
ひ
と
が
船
津
伝
次
平
で
す
。
明

　

松
山
犂
の
考
案
者
で
あ
る
松
山

原
造
は
明
治
三
〇
年
前
後
、
長
野

県
の
農
政
が
新
し
い
農
法
を
取
り

入
れ
改
良
米
麦
作
を
指
導
し
て
い

く
移
行
期
と
も
い
え
る
時
期
に
四

年
間
ほ
ど
農
事
教
師
を
し
ま
し
た
。

松
山
記
念
館
は
米
麦
作
指
導
に
関

わ
り
だ
し
た
明
治
二
九
年
か
ら
の

松
山
原
造
の
日
記
を
収
蔵
・
展
示

し
て
い
ま
す
。
当
時
の
原
造
日
記

を
読
み
解
き
つ
つ
、
在
来
農
法
か

ら
西
洋
の
近
代
学
理
農
法
を
取
り

入
れ
た
混
同
農
法
の
普
及
へ
と
施

策
が
移
行
し
て
い
く
よ
う
す
を
長

野
県
の
農
事
巡
回
教
師
・
農
会
・

農
事
試
験
場
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
農

業
施
策
の
変
移
を
ひ
も
解
い
て
み

ま
し
た
。

官
立
駒
場
農
学
校
と

農
業
施
策
先
導
者
の
養
成

　

明
治
初
期
、
政
府
の
勧
農
政
策

の
展
開
の
も
と
に
内
藤
新
宿
試
験

松山原造　明治29年頃
（当時22歳）
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ま
し
た
。
小
県
郡
役
所
か
ら
出
さ

れ
た
文
書
で
、
郡
内
の
各
町
村
に

通
知
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
内
容
を
み
る
と
「
福
岡
県

の
林
遠
里
と
い
う
人
の
稲
作
法
は

各
府
県
で
増
収
の
成
績
を
あ
げ
て

い
て
、
本
県

で
も
こ
の
栽

培
方
法
に
熟

練
す
る
者
を

雇
い
入
れ
伝

習
さ
せ
た
と

こ
ろ
効
果
が

あ
る
の
で
、

全
県
に
普
及

さ
せ
る
べ
く

篤
志
農
家
を

も
っ
て
試
験

田
を
配
置
し

た
い
」
と
あ

り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
原
田

勝
三
郎
が
辞

令
を
受
け
る

明
治
二
五
年

五
月
よ
り
前

に
す
で
に
、

福
岡
農
法
の

伝
習
が
さ
れ

て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
こ
の
文

書
か
ら
改
良
法
と
普
通
法
を
各
一

畝
歩
以
上
試
作
で
き
る
篤
志
農
家

を
郡
で
一
〇
ヶ
所
以
内
と
い
う
制
限

が
あ
っ
て
募
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
　

長
野
県
内
務
部
第
三
課
発
行

の
『
明
治
二
六
年　

米
作
改
良
試

験
成
績
』
に
よ
っ
て
み
る
と
明
治
二

五
年
か
ら
改
良
試
作
に
取
り
組
み

二
年
分
の
試
験
成
績
を
報
告
し
た

者
は
、
小
県
郡
一
名
・
更
級
郡
一
〇

名・埴
科
郡
六
名・上
高
井
郡
三
名・

上
水
内
郡
一
名
の
二
一
名
あ
り
、
明

治
二
五
年
に
五
郡
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

米
作
改
良
の
監
督
係　

清
水
三
男
熊

　

清
水
三
男
熊
と
い
う
人
物
は
、

「
長
野
県
職
員
録
」
で
追
う
と
明

治
一
七
年
に
は
「
雇や
と
い　

清
水
三
男

熊　

月
俸
六
円
」
と
あ
り
、
明
治

一
六
年
以
前
に
は
名
前
が
見
当
た

り
ま
せ
ん
。『
明
治
二
六
年　

米
作

改
良
試
験
成
績
』
が
発
刊
さ
れ
た

明
治
二
七
年
に
は
判
任
官
八
等
と

な
り
明
治
三
三
年
に
は
五
等
で
第

四
課
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
七
年
の
長
野
県
職
員
は

総
員
が
三
一
八
名
、
そ
の
う
ち
奏

任
官
（
総
理
大
臣
が
任
命
）
四
人・

判
任
官
（
判
任
官
以
下
は
知
事
が

任
命
）
一
五
八
人
・
御
用
掛
准
判

任
官
五
三
人
・
等
外
出
仕
三
人
・

御
用
掛
准
等
外
五
四
人
・
雇
二
九

人
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
長
野
県
平

民
出
身
の
清
水
三
男
熊
は
明
治
一

七
年
に
雇
と
い
う
職
階
か
ら
勤
め

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

米
作
改
良
の
実
際

　

明
治
二
七
年
長
野
県
内
務
部
発

行
『
明
治
二
六
年　

米
作
改
良
試

験
成
績
』
を
み
る
と
米
作
改
良
試

験
試
作
人
と
し
て
明
治
二
六
年
に

は
一
一
七
名
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
郡
別
に
み
る
と
下
高
井
郡
二

名
、
上
高
井
郡
一
二
名
、
上
水
内

郡
二
〇
名
、
更
級
郡
五
〇
名
、
埴

科
郡
一
二
名
、
小
県
郡
七
名
、
南

佐
久
郡
二
名
、
北
佐
久
郡
四
名
、

東
筑
摩
郡
三
名
で
し
た
。

　

明
治
二
六
年
小
県
郡
の
試
作
人

は
豊
里
村　

箱
山
宗
右
衛
門
、
同

村　

柄
澤
捨
次
、殿
城
村　

豊
里・

殿
城
尋
常
小
学
校
、
塩
尻
村　

菅

沼
治
郎
右
衛
門・竹
内
唯
右
衛
門
、

縣
村　

小
林
太
蔵
、
浦
里
村　

市

村
和
吉
で
し
た
。
明
治
二
七
年
五

月
の
塩
尻
村
役
場
文
書
（
上
田
市

立
博
物
館
蔵
）
に
は
、
纏
め
終
え

た
試
験
成
績
報
告
書
を
試
作
人
菅

沼
治
郎
右
衛
門
と
竹
内
唯
右
衛
門

に
届
け
る
よ
う
依
頼
す
る
郡
役
所

か
ら
の
通
達
が
残
さ
れ
て
い
て
、

明
治
二
六
年　

米
作
改
良
試
験
が

行
な
わ
れ
た
事
蹟
を
更
に
傍
証
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
う
ち
豊
里
村
の
箱
山
宗
右

衛
門
の
実
績
報
告
の
内
容
か
ら
、

当
時
小
県
郡
で
は
ど
の
よ
う
な
在

来
農
法
を
し
て
い
て
ど
の
よ
う
な

改
良
法
を
実
施
し
た
か
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

在
来
農
法
に
よ
る
成
績
試
験
と

と
も
に
、
改
良
農
法
に
よ
る
成
績

試
験
が
行
な
わ
れ
収
量
の
比
較
が

さ
れ
ま
し
た
。
在
来
農
法
で
は
苗

代
は
水
を
張
っ
た
苗
代
で
育
て
る

水
苗
代
の
み
が
慣
行
さ
れ
、
籾
は

溜
水
浸
し
を
し
て
苗
代
に
は
一
坪

に
付
き
九
合
蒔
き
、
田
植
え
は
一

株
に
七
本
挿
し
を
し
ま
し
た
。
改

良
試
作
で
は
新
し
く
導
入
し
た
陸

甲
第
三
九
九
号

福
岡
県
人　

林
遠
里
ノ
改
良
稲
作
法
ハ
各
府
縣
下
試
作

ノ
成
績
ニ
ヨ
ル
ニ
増
収
穫
著
シ
キ
結
果
ヲ
得
タ
ル
趣
ニ
就
キ

本
縣
ニ
於
テ
モ
該
栽
培
法
ニ
熟
練
セ
ル
モ
ノ
ヲ
雇
入
レ
篤
志

農
家
ヘ
伝
習
セ
シ
メ
愈
実
効
ヲ
奏
シ
候
上
ハ
全
縣
ヘ
普

及
セ
シ
メ
度
見
込
ヲ
以
テ
本
年
ハ
一
郡
十
ヶ
所
以
内
篤
志

農
家
ヲ
シ
テ
試
験
田
ヲ
設
備
セ
シ
メ
度
旨
申
越
ニ
付
右

伝
習
希
望
ノ
モ
ノ
有
之
候
ハ
ヽ
其
人
名
御
申
越
相
成

度
尤
モ
一
ヶ
所
ニ
付
改
良
法
普
通
法
各
一
畝
歩
以
上
ヲ

要
ス
ル
見
込
ニ
シ
テ
普
通
栽
培
法
ト
格
別
異
リ
タ
ル
費

用
ヲ
要
セ
サ
ル
筈
ニ
候
時
季
切
迫
ノ
折
柄
ニ
候
ヘ
ハ

来
ル
廿
二
日
迄
ニ
回
答
無
之
分
ハ
希
望
者
ナ
キ
モ
ノ
ト
シ

取
扱
ヘ
ク
候
此
段
及
照
会
候
也

　

但
シ
定
数
以
上
ノ
希
望
ア
ル
ト
キ
ハ
当
座
ニ
於
テ
取
捨

ス
ル
義
ト
御
承
知
有
之
度
申
添
候
也

　

明
治
廿
五
年
三
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
縣
郡
役
所　

第
壱
課

東
塩
田
村
役
場

　
　
　
　
　

御
中

箱山宗右衛門試作田のあった辺り
（旧豊里村　戸井田）

　
　
　
旧
塩
田
村

　
明
治
一
九
〜
二
九
年

　
農
商
文
書
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
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し
て
手
伝
い
、
原
造
が
寄
留
し
た

田
中
新
太
郎
の
縣
村
の
田
地
二
〇

〇
坪
も
模
範
田
と
な
っ
て
い
た
の
で

福
岡
農
法
を
す
ぐ
さ
ま
習
得
し
誰

よ
り
も
早
く
馬
耕
技
術
を
身
に
つ

け
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

農
事
指
導
の
事
柄
を
詳
細
に
記

し
た
松
山
原
造
の
日
記
は
明
治
二

九
年
四
月
二
四
日
塩
川
村
模
範
田

の
種
子
蒔
き
法
か
ら
書
き
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
古
川
列
一
が

着
任
し
た
時
期
か
ら
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
小
県
郡
に
福
岡
農
法
を

点
か
ら
面
に
広
げ
て
い
く
施
策
を

古
川
列
一
と
と
も
に
動
か
し
て
い
る

よ
う
す
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
九
年
の
事
柄
を
記
し
た

『
明
治
二
九
年　

雑
記
帳
』
に
は

「
農
作
改
良
諸
事
帳　

勧
農　

松

山
原
造
」
と
あ
り
、
覚
書
き
様
の

帳
面
で
あ
る
が
農
事
暦
の
よ
う
に

農
事
作
業
月
日
を
記
し
「
勧
農　

松
山
原
造
」
と
自
負
す
る
意
気
込

み
も
み
て
取
れ
ま
す
。『
明
治
二
九

年　

雑
記
帳
』
と
『
明
治
三
〇
年

　

原
造
日
記
』か
ら
読
み
取
る
と
、

原
造
は
明
治
二
九
年
四
月
末
ご
ろ

か
ら
古
川
列
一
に
付
き
従
っ
て
小
県

郡
下
で
の
福
岡
農
法
教
授
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

　

箱
山
宗
右
衛
門
は
、
五
年
を
経

た
明
治
三
〇
年
に
は
講
習
会
で
弁

士
を
つ
と
め
る
存
在
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
久
保
田
氏

と
は
当
時
の
村
長
久
保
田
与
六
と

思
わ
れ
ま
す
。

小
県
郡
に
お
け
る
福
岡
実
業
教
師

古
川
列
一
の
聘
用

　

長
野
県
は
明
治
二
七
年
で
米
作

改
良
試
作
の
三
ヵ
年
計
画
を
終
え

ま
し
た
が
、
改
良
農
法
を
励
行
さ

せ
る
た
め
各
郡
は
そ
の
後
、
福
岡

か
ら
実
業
教
師
を
雇
い
は
じ
め
ま

し
た
。
林
遠
里
農
法
の
習
得
者
を

養
成
す
る
福
岡
の
勧
農
社
か
ら
小

県
郡
は
明
治
二
九
年
四
月
に
古
川

列
一
（
福
岡
県
糸
嶋
郡
深
井
村
出

身
）
を
聘
用
し
ま
し
た
。

　

『
松
山
原
造
翁
評
伝
』
は
親
し

く
交
流
し
た
新
農
林
社
社
長
の
岸

田
義
邦
が
原
造
へ
の
聞
き
取
り
を

し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、

原
造
が
農
事
教
師
に
な
る
経
緯
も

綴
っ
て
い
ま
す
。
塩
川
村
関
弘
矣

の
模
範
田
で
抱か
か

え
持も
っ
た
て
す
き

立
犂
の
講
習

が
さ
れ
た
際
に
、
当
時
優
良
馬
の

改
良
飼
育
も
手
が
け
馬
の
扱
い
に

慣
れ
て
い
た
原
造
が
気
性
の
荒
い

関
弘
矣
の
馬
を
上
手
に
口
取
り
を

の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
老
農
名

簿
に
あ
る
う
ち
、
長
野
県
内
務
部

第
三
課
発
行
『
明
治
二
六
年　

米

作
改
良
試
験
成
績
』
の
試
作
人
と

な
っ
た
の
は
箱
山
宗
右
衛
門
ひ
と

り
で
す
。

　

米
作
改
良
試
験
が
行
な
わ
れ
た

明
治
二
六
年
は
豊
里
村
と
な
っ
た

四
年
後
で
、
同
じ
く
試
作
人
と
な
っ

た
柄
澤
捨
次
は
隣
の
大お
ひ
の
き
日
木
集
落

の
人
で
す
。
明
治
二
六
年
に
宗
右

衛
門
の
子
の
久
三
郎
が
小
井
田
区

の
総
代
を
、
柄
澤
捨
次
は
明
治
二

八
年
に
大
日
木
区
の
総
代
を
務
め

て
い
る
（
『
吉
田
堰
』
所
収
の
文

書
よ
り
）
こ
と
か
ら
、
当
時
の
村

役
が
試
験
田
を
引
き
受
け
た
こ
と

も
推
量
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
原
造
の
日
記
を
改
め
て

読
み
直
し
て
み
る
と
明
治
三
〇
年

四
月
一
七
日　

原
造
の
日
記
に
「
豊

里
村
第
四
回
農
談
会
ニ
先
生
・
山

崎
三
人
同
道
シ
テ
行
ク　

弁
士
ハ

百
瀬
・
田
中
清
太
蚕
業　

古
川
水

苗
代
ノ
事　

箱
山
陸
苗
代
ノ
事　

久
保
田
氏
ハ
種
々
」
と
記
録
が
あ

り
ま
す
。
長
野
県
で
福
岡
の
改
良

農
法
試
験
が
始
ま
っ
た
明
治
二
五

年
か
ら
小
県
郡
と
し
て
最
初
に
米

作
改
良
に
取
り
組
ん
で
き
た
老
農

苗
代
と
旧
来
水
苗
代
の
稲
の
生
育

が
比
較
さ
れ
、
籾
は
こ
の
年
の
試

作
で
は
改
良
農
法
の
塩
水
選
種
は

行
な
わ
れ
ず
籾
を
溜
水
浸
し
だ
け

で
、
一
坪
に
付
き
二
合
五
勺
を
苗
代

に
薄
蒔
き
し
ま
し
た
。
田
植
え
は

一
株
に
二
本
挿
と
い
う
疎
植
が
試
み

ら
れ
ま
し
た
。
肥
料
は
在
来
農
法

と
改
良
農
法
は
同
じ
施
肥
が
さ
れ
、

水
苗
代
・
陸
苗
代
と
も
本
田
一
反

歩
に
つ
き
油
粕
三
円
と
石
灰
壱
円

五
〇
銭
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
作
人　

箱
山
宗
右
衛
門

　

箱
山
宗
右
衛
門
は
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
試
作
人
の
役
目
を
請
け

負
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
小
県
郡

試
作
人
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
多
種

の
実
験
田
を
請
け
持
っ
た
宗
右
衛

門
と
い
う
人
物
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

　

『
長
野
県
史　

近
世
資
料　

東

信
（
一
）
』
所
収
資
料
の
「
天
明
四

年　

小
井
田
村
五
ヶ
年
定
免
証
文
」

や
「
天
明
六
年　

小
井
田
村
宗
門

人
別
帳
」
と
い
っ
た
江
戸
時
代
後

期
の
文
書
に「
庄
屋　

宗
右
衛
門
」

と
い
う
名
が
み
え
ま
す
。
そ
の
後
、

明
治
九
年
に
宗
右
衛
門
は
同
じ
村

の
大
塚
嘉
忠
太
と
と
も
に
小
井
田

村
代
議
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

旧
小こ
い
だ
井
田
村
は
上
田
市
豊
殿
地

区
に
あ
り
、
江
戸
期
は
旗
本
仙
石

氏
の
知
行
地
で
あ
る
矢
沢
領
だ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
維
新
の
後
、
明

治
五
年
に
な
る
と
庄
屋
を
ま
と
め

て
い
た
割わ
り
ば
ん番
庄し
ょ
う
や屋
は
戸
長
へ
と
呼

び
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

小
井
田
・
森
・
中
吉
田
・
下
吉
田

を
合
わ
せ
芳
田
村
に
改
組
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
明
治
の
大
合
併

と
い
わ
れ
る
明
治
二
二
年
四
月
の

市
制
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
林
之

郷
と
合
併
し
豊
里
村
と
改
称
し
て

い
ま
す
。
宗
右
衛
門
の
孫
、
箱
山

宗
太
郎
は
昭
和
二
一
年
五
月
〜
一一

月
、豊
里
村
村
長
を
務
め
ま
し
た
。

  

明
治
一
三
年
に
農
務
省
農
政
局
は

各
府
県
に
農
事
老
練
者
（
老
農
）

を
照
会
し
て
『
明
治
一
五
年　

府

県
老
農
名
簿
』
を
作
り
農
産
物
の

改
良
を
勧
め
る
基
幹
に
し
よ
う
と

し
ま
し
た
。
長
野
県
の
項
を
み
る

と
一
七
七
名
（
南
佐
久
郡
二
・
北
佐

久
郡
二
一
・
小
県
郡
四
三
・
埴
科
郡

二
四
・
下
高
井
郡
一・
上
高
井
郡
四
・

諏
訪
郡
四
・
東
筑
摩
郡
四
九
・
西

筑
摩
郡
一
・
上
伊
那
郡
三
・
下
伊
那

郡
九・南
安
曇
郡
五・北
安
曇
郡
七・

更
級
郡
四
）
が
挙
げ
ら
れ
、
小
県

郡
に「
芳
田
村　

箱
山
宗
右
衛
門
」

2
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改
良
指
導
を
し
て
歩
き

ま
し
た
。
明
治
三
一
年
三

月
三
一
日
付
で
原
造
は
農

業
教
手
の
助
手
か
ら
農

事
助
教
手
に
昇
任
し
て

い
ま
す
。

　

原
造
の
日
記
に
は
古

川
列
一
を
「
古
川
師
」
と

記
し
敬
慕
し
た
よ
う
す

が
伺
え
、
師
と
と
も
に

指
導
し
た
事
柄
を
丹
念

に
記
入
し
て
い
ま
す
。

二
ヵ
年
を
経
た
明
治
三
一

年
四
月
、
古
川
列
一
は
新

潟
県
農
事
試
験
場
の
技
手
と
し
て

迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
記
に
は
四
月
一
八
日
新
潟
に
出

発
す
る
古
川
を
見
送
り
に
来
た
六

名
と
と
も
に
上
田
連
歌
町
の
大
石

写
真
館
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
こ

と
が
記

さ
れ
て

い
ま
す

が
、
そ

の
時
の

写
真
が

残
っ
て

い
ま
す

（
表
紙
）。

す
。
明
治
三
〇
年
四
月
一
日
、
農

業
教
手
の
助
手
の
辞
令
を
受
け
、

神
川
村
の
山
崎
百
太
郎
・
殿
城
村

の
柳
沢
平
作
と
と
も
に
福
岡
実
業

教
手
古
川
列
一
の
助
手
と
い
う
立

場
を
も
っ
て
郡
下
町
村
の
米
麦
作

後
任　

波
多
江
傳
三
の
解
雇

　

そ
の
後
古
川
列
一
と
同
郡
出
身

の
波
多
江
傳
三
（
糸
嶋
郡
波
多
江

村
）
が
福
岡
か
ら
派
遣
さ
れ
、
五

月
四
日
に
赴
任
し
ま
し
た
。
原
造

ら
と
郡
内
を
巡
回
教
授
し
て
歩
き

ま
す
が
突
然
、
波
多
江
傳
三
は
同

年
一
二
月
三
日
付
で
活
用
済
み
と
な

り
、
原
造
は
意
外
な
解
雇
に
驚
い

て
い
ま
す
。
七
カ
月
し
か
在
職
し

な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後

年
『
松
山
原
造
翁
傳
』（
農
業
発
達

史
調
査
会
刊
）
の
聞
き
取
り
取
材

で
は
「
後
任
の
教
師
は
、
字
が
読

め
ず
品
評
会
の
賞
文
も
読
め
な
い

ほ
ど
だ
っ
た
の
で
、
問
題
と
な
っ
て

辞
め
さ
せ
ら
れ
た
」
と
原
造
は
語
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
原
造
日
記
に

は
古
川
列
一
を
「
師
」、
波
多
江
傳

三
を
「
氏
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
敬
意
の
差
が
推
し
量
れ
ま
す
。

松
山
原
造
、
山
崎
百
太
郎
、
柳
沢

平
作
の
農
事
教
師
と
し
て
の
技
量

が
上
が
り
、
な
お
か
つ
県
立
農
事

試
験
場
の
学
理
農
法
も
取
り
入
れ

た
混
同
農
事
の
試
験
・
普
及
が
進

ん
だ
小
県
郡
に
後
任
と
し
て
着
任

し
た
福
岡
実
業
教
師
の
資
質
技
量

に
郡
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

長
野
県
農
事
試
験
場
の
設
置

　

明
治
二
四
年
に
東
京
西
ヶ
原
に

農
務
局
仮
試
験
場
農
事
部
が
設
置

さ
れ
、
明
治
二
六
年
に
は
国
の
農

事
試
験
場
が
東
京
西
ヶ
原
に
本
場

明治39年３月
石川県農会で馬耕指導を務める

明治30年米麦作改良農法教授のあらまし
　　　　　　　　　「明治三十年　松山原造日記」より
塩水選種 3月24日～ 4月13日
陸苗代の地整・播種 ４月 4日～ 4月20日
陸苗代の藁掛け 4月11日～ 4月12日
馬耕 4月21日～6月12日・22日・24日
水苗代の地整・播種 4月30日～5月10日
陸苗代の藁除け 5月17日
誘蛾灯の照火 5月31日
代掻き 6月16日～7月5日
陸苗取り 6月18日～7月5日（水苗代の特記なし）
田植え 6月18日～7月5日
蟹爪打ち（中耕除草） 7月 8日～7月25日
試作田の見回り 7月24日～10月 4日
稲刈り・稲種子精選方法教授　10月 7日～ 10月21日
坪刈り・籾量検査 10月24日～11月4日
馬耕 11月 9日～12月17日
麦蒔き地拵え 11月11日
麦の塩水選種 11月11日　
麦蒔き 11月13日
麦藁掛け 12月26日
積肥 11月27日～12月22日
稲の塩水選種 3月5日～
麦踏み 3月26日

明治30年　小県郡農業教手助手の辞令
月俸６円のほか旅費月額６円が支給された
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職
員
録
』
の
「
石
川
県　

平
民
」

と
い
う
記
載
と
考
え
合
わ
せ
る
と

佐
久
間
義
三
郎
は
駒
場
農
学
校
第

一
回
卒
業
生
の
内
の
唯
一
の
平
民

だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
一
期

生
は
明
治
九
年
に
学
科
試
験
に

よ
っ
て
選
抜
さ
れ
入
学
を
許
可
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
期
卒
業
に
は
、

澤
野
淳
（
初
代
東
京
農
事
試
験
場

長
）
同
期
入
学
に
は
三
吉
米
熊
（
明

治
二
五
年
五
月
長
野
県
初
の
養
蚕

教
育
機
関
で
あ
る
小
県
蚕
業
学
校

校
長
に
就
任
）、
押お
し
か
わ川
則の
り
き
ち吉
（
長
野

県
知
事　

明
治
三
二
年
八
月
〜
三

五
年
二
月
在
職
）、
横
井
時
敬
（
福

岡
勧
業
試
験
場
長
・
東
京
帝
国
大

学
教
授
を
経
て
東
京
農
業
大
学
初

代
学
長
に
）、
酒さ
こ
う匂
常
明
（
農
商
務

省
局
長
・
農
学
者
「
改
良
日
本
稲

作
法
」
著
者
）
ら
が
い
ま
し
た
。

か
れ
ら
は
佐
久
間
義
三
郎
よ
り

三
ヶ
月
後
の
六
月
二
〇
日
付
第
二

回
卒
業
生
二
〇
名
の
名
簿
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
三
二
年
に
は
押
川
則
吉
が

長
野
県
知
事
に
就
任
し
、
長
野
県

小
県
蚕
業
学
校
校
長
の
三
吉
米
熊

と
長
野
県
農
事
試
験
場
場
長
の
佐

久
間
義
三
郎
と
三
人
の
駒
場
農
学

校
第
一
期
生
は
、
と
も
に
長
野
県

農
政
を
牽
引
し
た
こ
と
が
駒
場
農

学
校
卒
業
生
名
簿
か
ら
み
え
て
き

ま
し
た
。　

農
事
試
験
場
と
農
会
を
軸
と
し
た

農
政
に

　

農
事
試
験
場
が
設
置
さ
れ
地
域

の
気
候
風
土
に
適
す
る
栽
培
方
法

の
比
較
試
験
や
肥
料
試
験
、
作
物

品
種
の
試
作
試
験
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
試
験

結
果
と
と
も
に
地
域
に
適
し
た
農

法
が
県
農
会
・
郡
農
会
を
通
し
て

指
導
さ
れ
巡
回
農
事
教
師
に
よ
っ

て
普
及
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

小
県
郡
農
会
へ
松
山
原
造
は
明

治
三
〇
年
十
一
月
二
日
に
入
会
申

込
み
を
し
、
郡
農
会
に
入
会
費
と

し
て
三
〇
銭
を
納
め
て
い
ま
す
。

十
一
月
中
旬
か
ら
は
農
事
巡
回
指

導
を
し
な
が
ら
農
会
入

会
を
勧
め
、
一
二
月
に

入
る
と
入
会
と
農
会
講

習
会
の
申
込
書
を
持
ち

試
作
人
を
尋
ね
勧
誘
し

て
い
る
よ
う
す
が
日
記

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
農
事
講
習
会
は

九
月
八
日
に
長
野
町
狐

池
に
住
む
清
水
三
男
熊

を
原
造
は
柳
沢
平
作
と

と
も
に
尋
ね
て
稲
作
に

関
す
る
種
々
の
質
問
を

し
て
上
田
に
戻
っ
た
翌

日
、
郡
長
中
島
精
一
に
自
ら
農
事

講
習
会
開
催
の
提
案
を
し
承
認
を

得
た
も
の
で
し
た
。

　

年
が
明
け
た
明
治
三
一
年
一
月
五

日
か
ら
一
四
日
ま
で
小
県
郡
農
会

農
事
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
小
県
蚕
業
学
校
を
会
場
に

予
定
し
て
い
ま

し
た
が
参
会
者

が
一
五
〇
人
に

も
な
り
尋
常
高

等
小
学
校
女
子

部
に
場
所
を
移

し
、
更
に
後
半

は
上
田
中
学
校

講
堂
で
行
な
わ

れ
た
こ
と
が
信
濃
毎
日
新
聞
は
伝

え
て
い
ま
す
。

　

東
筑
摩
郡
で
は
明
治
三
〇
年
五

月
二
七
日
付
で
郡
長
に
認
可
申
請

し
た
「
今
井
村
農
会
規
約
」
に
農

会
の
事
業
と
し
て
表
１
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
て
、
村
農
会
に
農
事

試
験
場
を
つ
く
る
こ
と
や
上
級
農

会
（
郡
農
会
・
県
農
会
）
の
報
告

を
周
知
す
る
こ
と
が
約
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
県
立
農
事

試
験
場
と
県
農
会
を
樹
幹
と
し
た

農
政
が
、
枝
葉
と
な
る
町
村
農
会

に
ま
で
行
き
渡
る
し
く
み
が
で
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

明
治
三
二
年
一
〇
月
四
日
に
定

を
、
宮
城
・
石
川
・
大
阪
・
広
島
・

徳
島
・
熊
本
の
六
箇
所
に
支
場
が

置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
技
術
を
地

方
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
明
治
二
七

年
に
な
っ
て
府
県
農
事
試
験
場
規

定
が
制
定
さ
れ
て
、
長
野
県
で
は

明
治
二
九
年
一
二
月
に
県
会
で
創

立
議
案
が
承
認
さ
れ
明
治
三
〇
年

六
月
に
長
野
県
農
事
試
験
場
は
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
農
事
試
験
場
へ
の　
　
　

佐
久
間
義
三
郎
の
赴
任

　

長
野
県
農
事
試
験
場
は
、
明
治

三
〇
年
六
月
四
日
創
立
。
五
月
二

八
日
の
辞
令
を
も
っ
て
農
事
試
験

場
長
に
は
佐
久
間
義
三
郎
が
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。『
明
治
三
一
年
一
月

　

長
野
県
職
員
録
』
に
よ
る
と
高

等
官
七
等　

年
俸
七
二
〇
円　

石

川
県
平
民
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。

同
職
員
録
に
は
郡
雇
い
に
古
川
列

一
の
名
前
も
あ
り
月
俸
一
五
円
と
あ

り
ま
す
。

　

佐
久
間
義
三
郎
は
、
駒
場
農
学

校
農
学
科
の
第
一
回
卒
業
生
八
名

の
う
ち
の
一
人
で
す
。『
駒
場
農
学

校
等
沿
革
史
』
に
は
第
一
回
卒
業

生
で
平
民
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
ま
す
。『
長
野
県

明治30年
松山原造の小県郡農会会員証

明治32年　埴科郡農会書記に
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め
ら
れ
た｢

東
筑
摩
郡
農

会
農
事
講
習

会
規
定
」
に

は
農
会
の
講

習
会
で
は
農

業
本
論
・
植

物
生
理
・
気

象
・
土
壌
及

土
地
改
良
・

農
具
及
肥

料・作
物
（
桑

付
及
煙
草
栽

培
）
・
養
蚕

に
つ
い
て
講

習
し
、
講
師

は
長
野
県
農

事
試
験
場
員

及
郡
農
事
巡

回
教
師
の
派

遣
を
請
求
す

る
と
記
さ
れ

て
い
て
、
農

事
試
験
場
の

学
理
と
農
事

巡
回
教
師
に

よ
る
改
良
農

法
指
導
と
を

農
会
を
通
し

て
浸
透
さ
せ

て
い
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
三
一
年
三
月
、
実
業
教
師

協
議
会
は
県
立
農
事
試
験
場
で
開

催
さ
れ
会
頭
に
は
佐
久
間
試
験
場

長
が
就
任
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き

の
実
業
教
師
は
下
伊
那
郡
伊
原
氏

を
除
き
す
べ
て
勧
農
社
員
で
し
た

が
協
議
会
の
主
導
権
は
試
験
場
に

移
っ
て
、
長
野
県
の
勧
業
政
策
で

の
農
事
指
導
体
制
が
農
事
試
験
場

を
中
心
と
し
た
も
の
に
シ
フ
ト
し

て
い
く
動
き
が
こ
こ
で
も
み
て
と
れ

ま
す
。

お
わ
り
に

　

原
造
は
農
事
巡
回
指
導
の
傍
ら

犂
の
修
理
を
し
た
り
考
案
試
作
を

重
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
明
治

三
二
年
六
月
に
埴
科
郡
農
会
の
書

記
と
し
て
迎
え
ら
れ
農
事
指
導
を

し
て
郡
内
を
回
り
ま
し
た
。
小
県

郡
で
助
手
か
ら
始
ま
っ
た
原
造
の

俸
給
は
、
月
俸
六
円
か
ら
年
毎
に

一
円
づ
つ
昇
給
し
明
治
三
二
年
に
は

八
円
に
な
り
ま
し
た
が
、
埴
科
郡

農
会
に
は
月
俸
一
〇
円
で
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
明
治
三
三
年
六
月
末

ご
ろ
か
ら
双
用
犂
の
試
作
を
本
格

的
に
取
り
組
み
、
一一
月
に
納
得
の

で
き
る
犂
を
完
成
さ
せ
て
翌
一
二
月

埴
科
郡
役
所
に
辞
表
を
出
し
、
双

用
犂
製
造
に
か
か
り
始
め
ま
し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
清
水
三
男
熊
と
農
政

事
業
の
進
展
を
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
福
岡
農
法
の
導
入
と
普
及
、
米

作
改
良
試
験
の
実
施
、
農
事
試
験

場
の
開
設
、
郡
町
村
農
会
及
び
県

農
会
の
立
ち
上
げ
へ
と
近
代
農
法

へ
の
移
行
を
成
し
遂
げ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
て
明
治
三
三
年
第
四
課

長
に
な
る
ま
で
出
世
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
清
水
三
男
熊
は
、
長

野
県
農
政
に
ど
の
よ
う
な
実
績
を

残
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
調
べ
て
み

ま
し
た
が
長
野
県
職
員
録
に
明
治

三
四
年
以
降
、
清
水
三
男
熊
の
名

前
が
あ
り
ま
せ
ん
。
他
県
に
招
聘

さ
れ
た
の
か
、
帰
農
し
て
事
業
を

始
め
た
の
か
興
味
が
尽
き
な
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
　
（
学
芸
員　

田
中　

壽
子
）

【
参
考
文
献
】

『
長
野
県
史　

近
世
資
料　

東
信
（
一
）』

昭
和
四
六
年 

『
府
県
老
農
名
簿
』
農
商
務
省
農
務
局

明
治
一
五
年

『
明
治
二
六
年　

米
作
改
良
試
験
成
績
』

長
野
県
内
務
部
第
三
課　

明
治
二
七
年

『
佐
久
間
農
商
務
技
師　

農
事
講
話
筆

記
』　

明
治
二
八
年

『
長
野
県
職
員
録
』　

明
治
一
七
年
・
二

七
年
・
三
〇
年
・
三
三
年

『
長
野
県
立
甲
種
小
県
蚕
業
学
校
十
六

年
要
報
』　

明
治
四
二
年

『
長
野
県
農
業
試
験
場
六
十
年
史
』　

昭

和
三
二
年

岸
田
義
邦
『
松
山
原
造
翁
評
伝
』　

昭

和
二
九
年

箱
山
貴
太
郎
『
吉
田
堰
』　

昭
和
四
四

年市
原
潤
「
三
吉
米
熊　

小
県
蚕
業
学
校

と
蚕
業
の
発
展
に
捧
げ
た
生
涯
」『
雑
誌

信
濃
教
育
』　

平
成
二
〇
年

富
澤
一
弘
・
江
崎
哲
史
「
群
馬
県
に
お

け
る
農
事
試
験
場
設
立
に
つ
い
て
の
一
考

察
」『
高
崎
経
済
大
学
論
集
』　

平
成
一

七
年

田
中
修
「
老
農
船
津
伝
次
平
農
法
の
研

究
」　
『
雑
誌　

群
馬
文
化
』
三
一
四
号

平
成
二
五
年

西
村
卓｢

福
岡
県
実
業
教
師
の
派
遣

（
一
）・（
二
）・（
三
）」『
雑
誌　

経
済
学

論
叢
』　

平
成
元
年

西
村
卓｢

明
治
二
〇
年
代
長
野
県
に
お

け
る
林
遠
里
稲
作
改
良
農
法
の
導
入
」

『
雑
誌　

経
済
学
論
叢
』　

平
成
七
年

西
村
卓
「
長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実

業
教
師　

真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
」『
雑

誌　

経
済
学
論
叢
』
平
成
一
八
年

本
農
会
ニ
於
テ
施
行
ス
ベ
キ
概
目

一
、
耕
種
栽
培
ノ
法
ヲ
改
良
ス
ル
事

二
、
種
苗
交
換
ノ
媒
介
ヲ
為
ス
事

三
、
肥
料
ノ
共
同
購
買
農
産
物
ノ
共
同

　

販
売
等
ノ
方
法
ヲ
立
ツ
ル
事

四
、
農
事
試
作
場
ヲ
設
置
ス
ル
事

五
、
作
毛
品
評
会
及
農
談
会
種
苗
交
換

　

会
ヲ
開
設
ス
ル
事

六
、
水
田
二
毛
作
ノ
奨
励
ヲ
為
ス
事

七
、
農
具
ノ
改
良
ヲ
図
ル
事

八
、
植
物
ノ
病
害
々
虫
駆
除
及
予
防
ノ
事

九
、
家
畜
ノ
改
良
及
繁
殖
ノ
事

十
、
養
蚕
業
ノ
改
良
啓
発
を
計
ル
事

十
一
、
森
林
ノ
蓄
植
及
保
護
ノ
方
法
ヲ

　

立
ル
事

十
二
、
農
業
上
功
労
者
ノ
名
誉
ヲ
表
彰

　

ス
ル
事

十
三
、
勤
倹
貯
蓄
ノ
法
ヲ
立
ツ
ル
事

十
四
、
上
級
農
会
ノ
報
告
ヲ
周
知
ス
ル
事

十
五
、
上
級
農
会
ニ
対
シ
統
計
其
他
重
要

　

ナ
ル
事
項
ヲ
調
査
報
告
ス
ル
事

十
六
、
官
庁
ニ
対
シ
農
会
ノ
意
見
ヲ
建
議
シ

　

又
ハ
其
諮
詢
ニ
応
答
ス
ル
事

一
七
、
此
他
農
事
改
良
上
必
要
ナ
ル
事
項

表1　明治30年5月　東筑摩郡今井村農会規約より
　　『明治三〇年　農会書類綴込　今井村農会』　松本市文書館　所蔵
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い
た
後
講
演
に
入
っ
た
。

（
講
演
要
旨
）

１
．
松
山
原
造
翁
と
の
出
会
い

　

・
上
田
蚕
糸
専
門
学
校
と
原
造
翁

２
．
三
吉
米
熊
の
経
歴
と
人
と
な
り

　

⑴
長
野
県
職
と
な
っ
た
の
は

　

⑵
上
田
小
県
の
蚕
糸
業
と
の
関
わ
り

　

⑶
小
県
蚕
業
学
校
設
立
の
経
緯
と
校
長
就
任

３
．
米
熊
の
父
三
吉
慎
蔵
と
坂
本
龍
馬

　

 

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
坂
本
龍
馬
と
上
田
」
を

　

 

拝
観

　

⑴ 

幕
末
の
坂
本
龍
馬
を
知
る
資
料　

慎
蔵

の
「
日
記
抄
録
」

　

⑵
坂
本
龍
馬
の
遺
言
状

　

⑶
坂
本
龍
馬
の 「
新
政
府
綱
領
八
策
」

　

⑷
龍
馬
の
人
と
な
り

　

以
上
の
項
目
に
沿
っ
て
ご
親
族
な
ら
で
は
の

話
を
交
え
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
山
原
造
翁
が
、
特
許
制
度
や
そ
の
出
願

そ
し
て
学
術
分
野
に
お
い
て
多
大
な
影
響
を
受

け
た
三
吉
米
熊
先
生
と
の
な
れ
そ
め
と
関
わ
り

及
び
近
代
日
本
の
養
蚕
教
育
の
先
駆
者
と
し
て

の
「
蚕
都
上
田
」
に
遺
し
た
業
績
の
偉
大
さ
を

感
じ
た
。
ま
た
三
吉
米
熊
先
生
の
父
慎
蔵
氏
と

坂
本
龍
馬
の
関
わ
り
の
話
で
は
、
幕
末
の
一
遍

も
か
い
ま
見
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
場
の
一
角
に
、
三
吉
先
生
の
欧
州

視
察
時
の
国
か
ら
の
委
嘱
状
及
び
パ
ス
ポ
ー

ト
、
坂
本
龍
馬
の
新
政
府
綱
領
八
策
（
レ
プ
リ

カ
）
及
び
龍
馬
の
三
吉
慎
蔵
氏
宛
の
手
紙
（
レ

プ
リ
カ
）
等
の
貴
重
な
品
々
を
展
示
披
露
い
た

だ
き
、
講
演
後
拝
見
で
き
、
皆
々
感
動
、
感
激

い
た
し
ま
し
た
。

収
支
計
算
書
並
び
に
財
務
諸
表
（
貸

借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
正
味
財
産

増
減
計
算
書
、
財
務
諸
表
の
注
記
、

計
算
書
類
の
附
属
明
細
書
）・
理
事
改

選
に
伴
う
代
表
理
事
改
選
・
諸
規
定

の
改
定
の
承
認
の
件
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
て
終

了
さ
れ
た
。

　

松
山
㈱
の
平
成
二

十
五
年
度
新
入
社
員

は
、
四
月
一
日
㈪
の

入
社
式
終
了
後
、
当

館
を
訪
れ
、
松
山
㈱

創
業
以
来
の
歴
史
を

研
修
し
た
。

総
数  

一
、
五
〇
六
名

〈
内
訳
〉

　
　

県
外
（
含
外
国
） 

六
五
、
二
％

　
　

東
信  

二
五
、
三
％

　
　

北
信 

 

五
、
七
％

　
　

中
信 

三
、
二
％

　
　

南
信 

〇
、
六
％

日
時
・
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
㈮

場
所
・
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
長
野
県
果
樹
試
験
場

　
　
　

場
長　

小
林　

文
彦　

氏

演
題
・ 「
果
樹
農
業
を
巡
る
現
状
と　

地
域
農
業
の
活
性
化
」

　

◎
評
議
員　
　

勝
野　

和
人

　
　

同　
　
　
　

塩
川　

勝
也

　
　

同　
　
　
　

関　
　

賢
治

　
　

同　
　
　
　

高
野　

知
久

　
　

同　
　
　
　

西
尾　

和
実

　
　

同　
　
　
　

吉
原　

孝
則

　
　

同　
　
　
　

渡
辺　
　

毅

★
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
八
日
㈮

協
同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
第
三
十
一
回
理
事
会
、
第
三
十
二

回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、「
公
益
財

団
法
人
松
山
記
念
館
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
及
び
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
書
（案）
・
同
予
算
書
（案）
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認
を
得

て
終
了
さ
れ
た
。

★
平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日
㈮
協

同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
第
一
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、・

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書
及
び

収
支
計
算
書
並
び
に
財
務
諸
表
（
貸

借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
正
味
財
産

増
減
計
算
書
、
財
務
諸
表
の
注
記
、

計
算
書
類
の
附
属
明
細
書
）・
理
事
全

員
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
・
諸
規
定

の
改
定
の
承
認
の
件
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
て
終

了
さ
れ
た
。

★
平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日
㈮
協

同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、・

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書
及
び

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日(

金)

松
山
記

念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教
育
委
員
会

後
援
で
、
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル
に
て
、
第
二
十

一
回
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

講
師
に
、「
米
熊
・
慎
蔵
・
龍
馬
会
」
理
事
で

㈱
松
山
記
念
館
評
議
員
の
三
吉
治
敬
氏
を
お

願
い
し
、『
松
山
原
造
翁
と
三
吉
米
熊
』を
テ
ー

マ
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。（
聴
講
者
一五
五
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち
主
催
者
を
代
表
し
て
松

山
信
久
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
今
講
演
会

の
ご
後
援
を
頂
い
た
上
田
市
、
上
田
市
教
育
委

員
会
を
代
表
し
て
ご
出
席
頂
い
た
宮
沢
俊
文

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
次
長
様
、
と
ご
多
忙

の
な
か
本
日
の
講
演
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
三

吉
治
敬
様
に
、
お
礼
を
述
べ
、
「
今
回
は
蚕
都

上
田
に
お
い
て
製
糸
業
の
近
代
化
に
生
涯
を
捧

げ
ら
れ
、
松
山
㈱
創
業
者
松
山
原
造
翁
が
発

明
し
事
業
活
動
の
発
端
に
と
な
り
ま
し
た
「
単

ざ
ん
双
用
犂
」
の
命
名
者
で
あ
り
ま
す
三
吉

米
熊
先
生
に
つ
い
て
、
そ
し
て
米
熊
先
生
の
父

親
三
吉
慎
蔵
様
、
更
に
慎
蔵
様
の
盟
友
坂
本

龍
馬
様
等
歴
史
上
の
人
物
の
大
変
興
味
深
い

話
な
り
上
田
地
域
、
地
元
の
優
れ
た
人
物
を
深

く
知
り
、
歴
史
の
認
識
を
学
ぶ
事
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
静
聴
願
い
し
ま
す
」 

と
開

会
の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て
宮
沢
俊
文
丸

子
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
次
長
様

か
ら
市
政
運
営

へ
の
理
解
協
力

の
感
謝
及
び
、

皆
様
の
益
々
の

ご
発
展
と
ご
健

勝
を
祈
念
し
ま

す
と
挨
拶
を
頂

公
益
法
人
化
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。    

昨
年
十
月
に
長
野
県
へ
移
行
認
定
の

電
子
申
請
を
し
て
い
た
が
、
十
二
月
二

十
七
日
に
長
野
県
知
事
よ
り
移
行
認

定
書
交
付
を
受
け
、
平
成
二
十
五
年

一
月
四
日
登
記
完
了
し
、「
公
益
財
団

法
人
松
山
記
念
館
」
の
誕
生
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
わ
が
国
の
経
済
・
産
業

の
振
興
に
重
要
な
農
業
技
術
を
担
う

人
材
育
成
の
た
め
、
近
代
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
た
松
山
原
造
、
松
山
篤

の
開
発
し
た
犂
を
始
め
、
歴
史
的
評

価
の
高
い
農
業
作
業
機
・
農
業
機
械

器
具
及
び
こ
れ
に
関
連
し
た
文
献
・

図
書
・
写
真
等
を
収
集
・
保
存
・
公

開
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
学
術
上
・
技
術

上
の
効
果
に
資
し
、
教
育
の
充
実
・

振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
松
山

篤
、
松
山
徹
が
望
ん
だ
農
業
を
通
じ

た
次
世
代
育
成
の
想
い
を
実
現
す
る

た
め
に
、
広
く
「
食
育
」
の
活
動
を

支
援
し
、
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

松
山
記
念
館
役
員

　

◎
代
表
理
事　

松
山　

信
久

　
　

理　

事　
　

滝
沢
太
三
雄

　
　

同　
　
　
　

三
吉　

治
敬

　
　

同　
　
　
　

宮
下　

孝
夫

　
　

同　
　
　
　

福
井　
　

努

　
　

同　
　
　
　

清
水　

英
一

　
　

同　
　
　
　

松
山　

三
二

　

◎
監　

事　
　

羽
田　

俊
祐

　
　

同　
　
　
　

弓
場　
　

法

文
化
講
演
会
開
催

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

松
山
㈱
新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
二
十
四
年
度
当
館
見
学
者

第
二
十
二
回
文
化
講
演
会
決
定

　

財
団
法
人
松
山
記
念
館
は
か
ね
て

よ
り
公
益
法
人
制
度
改
革
に
基
づ
き
、

公
益
財
団
法
人
松
山
記
念
館
誕
生


